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陳 情 文 書 表 

平２６陳情第１２号 平成２６年９月１９日受理 

件  名 
平成２７年度における慢性腎臓病（ＣＫＤ）及び生活習慣病対

策についての陳情 

 

陳 情 者 

 

秦野市下大槻４１０－１－１７－１０８ 

秦野市腎友会 

会長 三神 厚 

横浜市神奈川区台町１－８ウェイサイドビル５０４号 

 特定非営利活動法人 神奈川県腎友会 

  会長 岸上 武志 

陳 情 の 要 旨 

神奈川県保健福祉局保健予防課を事務局として、平成２４年１１月に設

置された慢性腎臓病対策連絡協議会は、年２回程度開催されています。患

者団体であるＮＰＯ法人神奈川県腎友会も委員として参加しており、慢性

腎臓病の予防・重症化防止などについて討議されてきました。 

腎友会は、県から委託を受け、腎臓病専門医や栄養士の先生方を講師等

に迎え、各市町村腎友会とともに、医療講演会や相談会などの啓発活動に

取り組んでいます。しかし、一般市民、特に腎臓病予備軍といわれる多く

の方々には、未だ認識されていないと思われます。 

慢性腎臓病が悪化し、透析医療を受けることになると、医療費は月当た

り、おおむね３０～４９万円かかります。これらの医療費に対しては、さ

まざまな形で助成や支援を受けております。 

年々増加している透析患者数は、県内では平成２５年１２月３１日現在

で１９，１４９名（日本透析医学会調べ）となっており、慢性腎臓病対策

は、透析で苦しむ人を一人でも無くすためにも重要な取り組みであり、医

療費の削減にもつながると考えます。 

年々、高齢化による腎硬化症に加え、生活習慣病、メタボリックシンド

ローム、成人病などによる糖尿病性腎症が大変ふえています。このため、

病院施設での医師や栄養士を中心とした医療・栄養講演会の実施や、保健

所などによる糖尿病・成人病予防対策の実施により、一般の人々への啓発

が必要と考えます。 

また、患者の立場から、県内各市町村の小・中学校の児童・生徒を対象

とした福祉学習やふれあい交流学習会などの時間を通して、透析の怖さを
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はじめ、食事や健康の大切さや、他人への思いやりを知ってもらうことな

ど、若年層への啓発活動も実施していきたいと思います。 

これらのことから、慢性腎臓病の予防や重症化を防ぐために、より一層

の啓発活動を広域に展開できるよう、平成２７年度の予算措置をしていた

だくことを陳情いたします。 

 

 陳情事項 

１ 平成２７年度予算編成に際し、慢性腎臓病の予防や重症化を防ぐため、

一層の啓発活動を広域に展開できるよう予算措置すること。 


